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① ④

② ⑤

③ ⑥

【指標の説明】（指標の設定根拠、数値目標の設定根拠など）

A

B

C

今後の方向性

（事業の成果を高めるための事務事業の方向性）

今後、平成３０年度の国保制度改革（運営の在り方の見直し）に合わせて、事務事業の標準化、効率化、広域化の観点か
ら見直しを図る。国保制度改正の内容について周知方法の充実を図る。

評
価

目標達成状況

(成果指標等の目標に対する達成状況や進捗状況など）

目標を達成できている。

事務事業全体を
見た課題

(構成している事務事業それぞれの評価を踏まえ、全体的な課題を整理)

事務事業の進め方を見直して、事務を効率化する。

普及のため、パンフレットの送付及び広報掲載の合計数

環
境
変
化

他市町での取組状況や事
業を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

今後、平成３０年度の国保制度改革（運営の在り方の見直し）に合わせて、事務事業の進め方の標準化、
効率化を進める必要がある。

実績
C

目標
実績

B
目標

4 3
実績 4 3

25年度 26年度 27年度 28年度

A 啓発回数 回
目標

決算 34,694

成
果
推
移

成果指標 単位 区分 24年度

159

人件費(B) 千円 決算 34,535

26年度 27年度

事業費(A) 千円
予算 336
決算

コ
ス
ト
推
移

項目 単位 区分 24年度 25年度

総コスト(A)＋(B) 千円

事業意図
（対象をどのような状態にしたいか）

国民健康保険被保険者の理解を得ながら、制度の持続可能な運営を行う。

事業を
構成する
事務事業

趣旨普及事業 改善・見直し

事
業
目
的
等

事業内容

（どのような事業なのか）

・国民健康保険に関する窓口事務（資格取得、資格喪失、被保険者証の再交付等）
・国民健康保険税の賦課事務
・保険給付事務（療養費、高額療養費などの支給）

事業対象
（誰、何を対象にしているか）

国民健康保険被保険者

施策の進め方

まちづくり
行程表

フラッグ

政策分類

基
本
情
報

総合計画

基本方針

分野別項目

長久手市行政評価票（A票：事業評価票）
事業番号 事業名 国民健康保険事業 担当部課 福祉部　保険医療課



事業名

番号 ①

1.事務事業の目的 5.評価

1

1

2.コスト推移 2

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 336
決算 159

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28

年度 年度 年度 年度 年度
目標 2 1
実績 2 1
目標 2 2
実績 2 2

4.事務事業を取り巻く環境変化

今後予定される様々な国保制度の改正に合わせて、制度案内のパ
ンフレットを充実させ、複合的に制度の理解ができるようにす
る。

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

国保制度は年度ごとに制度改正がある。パンフレットを単
一の目的で別々に作成・購入し送付するのではなく、制度
全体を俯瞰して理解できるように複合的な内容のパンフ
レットを作成し送付する。
保険証の一斉更新時や窓口、広報紙の活用、健康教室など
機会をとらえて制度の趣旨を周知し理解をしてもらえるよ
うにする。

パンフレットの送付回数 回

広報紙への掲載 回

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 改善・見直し

2

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

国保の高齢受給者証制度について理解を深めてもらう。
効率性

公平性

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 国民健康保険事業

事務事業名 趣旨普及事業

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

長久手市国民健康保険に加入している７０才～７４才の
被保険者に対して、高齢受給者証一斉更新（７０才以
上）に合わせて、制度案内パンフレットを送付した。

項目 評価

妥当性

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余

地


